
 

 

 

 

 

 

 

 

 

詩
人
尹
東
柱 

記
憶
と
和
解
の
碑 

 
碑
文 

詩
人 

尹
東
柱
（
ユ
ン 

ド
ン
ジ
ュ
）
は
、
一
九
一
七
年
一
二
月
三
〇
日
、
中
国
東
北
部
（
旧
満

州
）
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
家
に
生
ま
れ
た
。
文
学
を
志
し
て
日
本
統
治
下
の
朝
鮮
で
学
び
、
一
九
四

二
年
、
東
京
の
立
教
大
学
に
留
学
し
た
の
ち
、
同
志
社
大
学
に
転
学
し
た
。
在
学
中
、
学
友
と
と

も
に
宇
治
川
を
訪
れ
た
尹
東
柱
は
天
ケ
瀬
吊
り
橋
で
記
念
撮
影
し
、
河
原
で
飯
盒
炊
さ
ん
を
楽

し
み
、
請
わ
れ
て
ア
リ
ラ
ン
を
歌
う
な
ど
青
春
の
一
日
を
過
ご
し
た
。
し
か
し
、
一
九
四
三
年
七

月
、
朝
鮮
独
立
運
動
へ
の
関
与
を
理
由
に
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
懲
役
二
年
の

刑
を
受
け
て
福
岡
刑
務
所
に
収
監
、
一
九
四
五
年
二
月
一
六
日
、
二
七
歳
で
獄
死
し
た
。 

一
九
四
八
年
、
韓
国
で
遺
稿
詩
集
『
空
と
風
と
星
と
詩
』
が
刊
行
さ
れ
、
後
に
日
本
語
に
も
翻

訳
さ
れ
て
、
詩
人 

尹
東
柱
の
名
を
広
め
た
。 

二
〇
〇
四
年
、
国
連
が
五
月
八
日
・
九
日
を
「
第
二
次
大
戦
中
に
命
を
失
った
人
々
へ
の
追
悼

と
和
解
の
時
」
と
決
議
し
た
。 

私
た
ち
は
こ
の
決
議
を
尊
重
し
、
自
己
実
現
の
道
を
閉
ざ
さ
れ
た
詩
人 

尹
東
柱
が
生
き
た
証

を
未
来
に
伝
え
る
た
め
、
詩
「新
し
い
道
」
を
刻
ん
だ
碑
を
こ
の
地
に
建
立
す
る
。 

二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
八
日 

 
 

詩
人
尹
東
柱
記
念
碑
建
立
委
員
会 

 

14：10 天ヶ瀬吊り橋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「詩人尹東柱 記憶と和解の碑」 

尹東柱がアリランを歌い飯

盒すいさんをした場所。 

「詩人尹東柱 記憶と和解の碑」への道 

 

13：30 京阪宇治駅前

ロータリー集合 山本宣治旧宅 
花やしき浮舟園 
 

白虹橋 

宇治川 

塔の島公園 

世界遺産宇治平等院 

世界遺産宇治上神社 

15：００ 「詩人尹東柱 記憶と和解の碑」 

天ヶ瀬ダム 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1520711581/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5pbml0aWFsc2l0ZS5jb20vd3AtY29udGVudC91cGxvYWRzLzIwMTcvMDQvc2ltcGxlX3RyYWluLnBuZw--/RS=%5eADBeMvE.61rrx1hGBJhIMMd1iFnBk4-;_ylt=A2RCL7Ed5qJaBSkA_Q2U3uV7

